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環境課（☎�５５４１）

動 物 愛 護 週 間
　動物愛護週間は、動物の愛護と適正な飼育についての関心と理解を深めるために、「動物の愛護

及び管理に関する法律」に基づいて設けられたものです。

　動物は、人間にとって掛け替えのない存在です。しかし、一部では、マナーの悪い飼い主が問題

となることがあります。

　この週間を機会に、飼っている動物、身近にいる動物たちについて、もう一度考えてみましょう。

　近年、動物に対する虐待行為などにより動物が苦しん

だりする問題や、鳴き声や臭いなどによって周辺に迷惑

を掛けてしまう問題が、数多く生じています。

　このような状況を踏まえ、「動物の愛護及び管理に関

する法律」が改正され、平成25年９月１日から施行さ

れました。改正された法律では、動物の飼い主は、その

動物が一生を終えるまで適切に飼育する「終生飼養」の

責任があることが明確にされました。

ペットは最後まで愛情を持って飼いましょう

　毎年、多くの犬や猫が、飼い主の

都合により保健所に引き取られてい

ます。動物を飼うときには、次のこ

とを確認してください。

●近所に迷惑を掛けないような飼育

環境ですか？

●家族は動物を飼うことに賛成して

いますか？

●動物が高齢になっても介護をして

あげられますか？

●食餌やトイレの始末はしてあげら

れますか？

●正しくしつけることができます

か？

ペットを飼う前に確認しよう

９月20日日～26日土は

●
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　近年、飼い主のモラル低下が原因となって、市や保健所へ寄せられる苦情・トラブルが増えてい

ます。人に迷惑を掛けないことは、飼い主の義務です。

●犬の飼い主の皆さんへ
　犬のストレスを減らし、無駄ぼえなどをしないようにするためにも、十分な散歩やしつけをしま

しょう。犬の散歩をするとき、ふんは必ず持ち帰って自宅で処

分し、尿は水で流すなどの配慮をしましょう。

●猫の飼い主の皆さんへ
　屋外には、交通事故をはじめ、猫同士のけんかや接触から感

染症に罹
り か ん

患するなど、危険がたくさんあります。飼い猫がこれ

らの危険に遭遇した場合、命を落としてしまうこともあります。

また、近隣住民にふん尿などで迷惑を掛けることもあり、トラ

ブルのもとになりかねません。そのようなことが起こらないた

めにも、猫は家の中で飼いましょう。

　大規模な災害時には、飼い主がペットと一緒に避難することが想定されます。

　しかし、避難所の限られた空間では、動物のアレルギーがある人や、動物が苦手な人なども避難

しているため、自宅にいる時と同じ飼い方はできません。

　そこで、市では、ペットに関する避難・救援や、防災に役立てていただくことをまとめた災害時

のペット対策のガイドラインを作成しました。

　このガイドラインは、市のホームページに掲載しているほか、市内の動物病院で配布しています

ので、普段から災害時におけるペットとの同行避難について考えておきましょう。

　生後91日以上の犬を飼う場合、生涯に一度

の登録をすることと、毎年４～６月の間に狂犬

病予防注射を接種することが義務付けられてい

ます。

※集合注射会場や市が委託している動物病院で

登録・注射をした場合は、その場で鑑札・注

射済票の交付を受けることができます。

　犬や猫にとってストレスのない生活にする

とともに、不幸な捨て犬・捨て猫を減らすた

め、不妊・去勢手術を受けさせましょう。

　市では、犬や猫の不妊・去勢手術を行った

人に助成金を支給しています。手術後60日
以内（２～３月の手術の場合は３月末まで）

に、申請書を環境課へ提出してください。

※犬の場合、申請日からさかのぼって１年以

内に狂犬病予防注射を受けている犬に限り

ます。

助成金額
　●犬…雄3,000円、雌4,000円
　●猫…雄2,500円、雌3,500円

マナーを守ろう

災害時のペットとの避難を考えよう

犬を飼うと登録と注射が必要です

犬猫不妊去勢手術費助成金

動物愛護にかかる予算額　429万２千円

＜犬や猫のトイレ＞
　犬や猫のトイレについて、
しつけ次第では、外で排せつ
せず、自宅の一定の場所（ト
イレ）で排せつするようにな
ります。

動 物 愛 護 週 間９月20日日～26日土は
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消費者ホットライン

☎188
ン
「
１
８
８
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
「
１

８
８
」
に
電
話
を
か
け
る
と
ア

ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
、
簡
単
な
操

作
で
伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。
消
費
生

活
に
関
す
る
こ
と
で
困
っ
た
と

き
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
市
の
窓
口
が
受
付
時
間
外
の

場
合
は
、
県
な
ど
の
相
談
窓
口

に
つ
な
が
る
か
、
窓
口
の
名
称

や
受
付
時
間
・
電
話
番
号
の
案

内
が
流
れ
ま
す
。

　

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

は
、
平
成
22
年
10
月
に
商
工
労

政
課
内
に
設
立
さ
れ
、
今
年
で

５
年
に
な
り
ま
す
。
消
費
者
と

事
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

を
消
費
者
か
ら
受
け
付
け
て
お

り
、
契
約
内
容
の
複
雑
化
に
伴

い
、
相
談
件
数
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

契
約
ト
ラ
ブ
ル
や
製
品
事
故
、

多
重
債
務
な
ど
の
相
談
を
受
け

付
け
、
資
格
を
持
っ
た
相
談
員

が
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
相
談
は
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
、
お
住
ま
い
の

自
治
体
で
受
け
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
相
談
を
し
た
く
て

も
電
話
番
号
が
分
か
ら
な
い
場

合
に
は
、
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

伊勢市消費生活センター
予算額
1,000万４千円（うち県補

助金572万７千円）

教
え
て

相
談
員
さ
ん
‼

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉑
５
７
１
７
）

シ
リ
ー
ズ
消
費
生
活

消
費
生
活
に
関
す
る
こ
と
で
困
っ
た
と
き
は
、

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
「
１
８
８
」
へ

９月21日㈷の国際平和デーに

「平和の鐘」を一斉鐘打
人権政策課（☎�５５４６）

あらためて「平和」を考える

　「国際平和デー」である９月21日㈷の正午に、市内の寺院・教会などの協力をいただき、平和を祈り、

一斉鐘打を行います。

　「平和の鐘」の音が聞こえたら、平和についてあらためて考え、世界平和をお祈りください。

　私たちが暮らしている国が平和なのはなぜか、世界が平和になるためには何が必要かなど、鐘の音

をきっかけに考えてみましょう。

　全ての人々が理想とする国際平和を祈

念、推進していく日として、国際連合（国連）

が定めた平和の日です。国連は、この日を

世界の停戦と非暴力の日として、全ての国

と人々に、この日一日は敵対行為を停止す

るように働き掛けています。

　ニューヨークの国連本部前には、平和の鐘

が設置されています。これは日本から贈られ

たもので、平和を願う世界中の人々から集ま

ったコインが鋳り込まれています。毎年、国

際平和デーには、国連事務総長がこの平和の

鐘を鳴らす特別記念行事が行われます。

「国際平和デー」とは？ 「平和の鐘」とは？
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対
象　

一
般
家
庭
か
ら
出
さ
れ

る
て
ん
ぷ
ら
油（
植
物
性
食
用

油
）

※
バ
タ
ー
・
マ
ー
ガ
リ
ン
・
ラ

ー
ド
・
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
や
、

事
業
所
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
は

対
象
外
で
す
。

※
天
か
す
な
ど
は
、
な
る
べ
く

取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

※
使
用
済
み
の
容
器
は
お
持
ち

帰
り
く
だ
さ
い
。

回
収
容
器
の
設
置
場
所　

各
資

源
拠
点
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
厚
生

を
除
く
）、
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
、
市
役
所
、
小
俣
・
御

薗
総
合
支
所
、
二
見
公
民
館
、

小
俣
北
部
公
民
館
、
豊
浜
地
区･

四
郷
地
区
・
三
津
・
江
・
西
・

光
の
街
・
今
一
色
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
、
東
大
淀
町
民
会

館
、
山
田
原
・
荘
・
今
一
色
公

民
館
、
溝
口
会
館
、
伊
勢
古
市

参
宮
街
道
資
料
館
、
二
見
健
康

管
理
増
進
セ
ン
タ
ー

た
り
、
陶
磁
器
類
の
容
器
に
ガ

ラ
ス
・
く
ず
び
ん
類
が
混
入
し

て
い
た
り
し
ま
す
。
間
違
え
て

入
れ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

※
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
は
、缶
・

金
属
類
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

使
い
終
わ
っ
た
て
ん
ぷ
ら
油

を
捨
て
る
場
合
、
薬
剤
で
固
め

た
り
、
新
聞
紙
に
吸
い
込
ま
せ

て
燃
え
る
ご
み
と
し
て
処
分
し

た
り
す
る
方
法
が
一
般
的
で
す

が
、
市
で
は
、
燃
え
る
ご
み
を

減
ら
す
と
と
も
に
、
て
ん
ぷ
ら

油
を
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る

た
め
、
使
い
終
わ
っ
た
て
ん
ぷ

ら
油
を
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

使
い
終
わ
っ
た
て
ん
ぷ
ら
油

は
、
口
の
広
い
容
器
に
入
れ
、

市
内
各
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る

回
収
容
器
へ
移
し
替
え
て
く
だ

さ
い
。

の
「
黄
色
の
か
ご
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

缶
類
の
網
や
金
属
類
の
か
ご

に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
資
源
び

ん
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
間
違
え
て
入
れ
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
金
属
類
に
は
、
白
熱
電
球
、

小
型
電
化
製
品
、
複
合
素
材
の

物（
い
ず
れ
も
、
一
番
長
い
辺

が
60
㎝
未
満
の
物
に
限
る
）
も

含
み
ま
す
。

※
一
部
の
資
源
拠
点
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
は
、
缶
類
の
黄
色
の
網

が
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
場
合
は
、
黄
色
の
か
ご
に
一

緒
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

ガ
ラ
ス
・
く
ず
び
ん
類
、
陶

磁
器
類
を
回
収
す
る
た
め
、
資

源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
資
源
拠
点

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
、
ガ
ラ
ス
・

く
ず
び
ん
類
の「
水
色
の
容
器
」

と
陶
磁
器
類
の
「
オ
レ
ン
ジ
色

の
容
器
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ガ
ラ
ス
・
く
ず
び
ん
類
の
容

器
に
資
源
び
ん
が
混
入
し
て
い

・
茶
色
の
び
ん
↓
茶
色
の
か
ご

・
そ
の
他
の
色
の
び
ん
↓
水
色

の
か
ご

間
違
い
や
す
い
物

　

次
の
物
は
資
源
び
ん
に
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
出
す
際
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

・
割
れ
た
び
ん
↓
ガ
ラ
ス
・
く

ず
び
ん
類

・
マ
ニ
キ
ュ
ア
の
び
ん
↓
缶
・

金
属
類

・
農
薬
な
ど
の
薬
品
を
入
れ
て

再
利
用
し
た
び
ん
↓
缶
・
金
属

類（
再
利
用
し
た
表
示
を
し
て

く
だ
さ
い
）

　

缶
・
金
属
類
を
回
収
す
る
た

め
、
資
源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
資

源
拠
点
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
、
缶

類
の
「
黄
色
の
網
」
と
金
属
類

　

燃
え
る
ご
み
や
資
源
物
の
中

に
異
物
が
混
入
し
て
い
る
事
例

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

効
率
的
・
効
果
的
な
処
理
作

業
を
行
う
た
め
に
も
、
正
し
い

分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

資
源
び
ん
を
回
収
す
る
た

め
、
資
源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
資

源
拠
点
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
、
か

ご
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

資
源
び
ん
を
出
す
場
合
は
、

キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
て
水
洗
い
を

し
て
か
ら
、
色
別
に
分
け
て
回

収
用
の
か
ご
へ
入
れ
て
く
だ
さ

い
。

　

回
収
し
た
資
源
び
ん
は
、
業

者
で
再
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
無
色
の
び
ん
↓
白
色
の
か
ご

清
掃
課（
☎
37
１
４
４
３
）

シ
リ
ー
ズ
資
源

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

資
源
び
ん
の
出
し
方

缶
・
金
属
類
の
出
し
方

ガ
ラ
ス
・
く
ず
び
ん
類
、

陶
磁
器
類
の
出
し
方

て
ん
ぷ
ら
油
の
出
し
方
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み
ん
な
で
納
涼
祭
を
楽
し
み
ま
し
た

み
ん
な
で
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
ア
ー
ト
作
り

力
作
ぞ
ろ
い
の
か
か
し

伊
勢
方
言
か
る
た
を
楽
し
む

　

市
民
が
主
役
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
創
造
を
目
標
に
掲

げ
、
地
域
の
課
題
を
克
服
し
、

生
き
生
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
を
目
的
と
し
て
、
活
動
し
て

い
ま
す
。

﹁
小
俣
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
﹂

を
開
催

　

８
月
２
日
に
第
３
回
「
小
俣

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ

を
使
っ
て
、
み
ん
な
で
エ
コ
キ

ャ
ッ
プ
ア
ー
ト
を
作
り
、
素
晴

ら
し
い
作
品
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
ま
や
け
ん
玉

な
ど
の
昔
の
遊
び
と
、
う
ち
わ

や
紙
飛
行
機
作
り
を
体
験
し
ま

し
た
。
こ
の
他
、
人
形
劇
や
大

型
伊
勢
方
言
か
る
た
な
ど
の
催

し
が
あ
り
、
家
族
そ
ろ
っ
て
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

夏
の
夕
べ
の
ひ
と
と
き
を
共
に

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

今
夏
に
城
田
小
学
校
近
く
の
道

路
沿
い
を
彩
っ
た
「
か
か
し
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

﹁
城
田
ま
ち
納
涼
祭
﹂
を

開
催

　

第
１
回「
城
田
ま
ち
納
涼
祭
」

を
８
月
８
日
に
開
催
し
ま
し

た
。
城
田
地
区
全
体
で
行
う
祭

り
が
な
か
っ
た
た
め
、
住
民
の

交
流
促
進
と
、
地
域
の
活
性
化

を
進
め
よ
う
と
企
画
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
多
く
の
人
が
集
い
、

　

「
城
田
地
区
の
住
民
や
自
治

会
、
各
種
団
体
等
が
お
互
い
に

協
力
し
な
が
ら
、
ま
ち
の
将
来

像
を
考
え
、
そ
の
実
現
に
向
け

た
創
意
と
意
欲
的
な
実
践
に
よ

っ
て
、
地
域
課
題
を
克
服
し
、

心
豊
か
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
」
を
目
標
に
掲
げ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
新
し
い
自
治
の
仕
組
み
と

し
て
「
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
内
全
域
で
23
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
、「
自
分
た
ち
で
考

え
て
自
分
た
ち
で
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
」
と
い
う
考
え
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
城
田
地
区
と
小
俣
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活

動
を
紹
介
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
37

市
民
交
流
課
（
☎
㉑
５
５
６
３
）

わ
た
し
た
ち
の
地
域
だ
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
で
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る

城
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

小
俣
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

地
域
の
特
性
を
生
か
し
、

よ
り
よ
い
ま
ち
を
つ
く
っ
て

い
く
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
活
動
に
ご
参
加
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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家
族
や
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ

う■
空
き
巣
狙
い
な
ど
侵
入
犯
罪

被
害
防
止

・
防
犯
機
器
な
ど
を
活
用
し
、

侵
入
に
手
間
取
ら
せ
る
よ
う
な

防
犯
機
能
の
高
い
建
物
に
し
ま

し
ょ
う

■
乗
り
物
盗
・
車
上
狙
い
防
止

・
短
時
間
で
も
車
か
ら
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
キ
ー
を
抜
き
施

錠
し
ま
し
ょ
う

■
暴
力
・
暴
力
団
等
反
社
会
的

勢
力
の
排
除

・
三
な
い
運
動
プ
ラ
ス
１

「
利
用
し
な
い
」「
恐
れ
な
い
」

「
金
を
出
さ
な
い
」
＋
「
交
際

し
な
い
」

■
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
特
殊
詐

欺
被
害
の
撲
滅

・
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
り
、

不
審
な
郵
便
物
な
ど
が
届
い
た

り
し
た
ら
、す
ぐ
に
判
断
せ
ず
、

　

全
国
お
よ
び
三
重
県
防
犯
協

会
連
合
会
、
暴
力
追
放
三
重
県

民
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
警
察
や

地
域
の
関
係
機
関
・
団
体
な
ど

が
連
携
し
て
、
地
域
住
民
と
一

体
と
な
り
、
安
全
・
安
心
を
実

感
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を

目
的
に
、
全
国
地
域
安
全
運
動

を
実
施
し
、
取
り
組
み
を
強
化

し
ま
す
。

　

伊
勢
市
で
も
、
こ
の
運
動
の

一
環
と
し
て
、
10
月
11
日
㈰
の

伊
勢
ま
つ
り
会
場
に
お
い
て
、

伊
勢
度
会
地
区
生
活
安
全
協
会

が
主
催
し
、
警
察
・
伊
勢
市
・
自

主
防
犯
団
体
な
ど
と
相
互
間
の

連
携
を
深
め
な
が
ら
「
地
域
安

全
展
」
を
開
催
し
、
犯
罪
被
害

防
止
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

10
月
11
日
㈰
～
20
日
㈫

全
国
地
域
安
全
運
動
を
実
施

犯
罪
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に

シ
リ
ー
ズ
防
犯

安
全
で
安
心
な

ま
ち
を
め
ざ
し
て

危
機
管
理
課
（
☎
㉑
５
５
２
４
）

の
人
た
ち
で
、
年
間
約
２
０
０

人
が
参
加
し
、
終
了
時
に
は
、

婦
人
部
が
温
か
い
飲
み
物
で
迎

え
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

街
頭
防
犯
啓
発
、
防
犯
講
習
会

の
開
催
、
町
会
行
事
へ
の
参
加

な
ど
の
活
動
を
し
、
一
之
木
町

の
安
全
・
安
心
の
環
境
づ
く
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
山
川
防
犯
部
長
の
思
い

　

活
動
を
始
め
て
か
ら
ま
だ
５

年
余
り
で
す
が
、
町
民
の
防
犯

意
識
が
随
分
向
上
し
て
き
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
も
参
加
者
を
募

り
な
が
ら
、
何
年
も
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

◆
結
成
の
経
緯

　

一
之
木
町
防
犯
部
は
、
以
前

か
ら
町
会
の
専
門
部
と
し
て
存

在
し
て
い
ま
し
た
が
、
積
極
的

な
活
動
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
へ
当
時
の
町
会
長

か
ら
、「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
を
強
化
し
た
い
の
で
、
力
を

貸
し
て
ほ
し
い
」
と
の
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。
周
辺
自
治
会
で

す
で
に
活
動
し
て
い
た
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
の
責
任
者
か
ら
、
こ
れ

ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
知
識
や
技

術
を
教
わ
り
、
平
成
22
年
４
月

に
一
之
木
町
防
犯
部
は
再
出
発

し
ま
し
た
。

◆
活
動
内
容

　

特
徴
的
な
活
動
は
、
毎
年
12

月
〜
翌
年
２
月
の
毎
月
３
回
、

20
人
ほ
ど
で
夜
間
に
約
１
時
間

歩
き
な
が
ら
拍
子
木
を
打
ち
鳴

ら
し
、
皆
で
「
火
の
用
心
」
を

呼
び
掛
け
な
が
ら
行
う
パ
ト
ロ

ー
ル
で
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、
防

犯
部
・
町
会
役
員
・
防
災
隊
・

青
年
部
・
婦
人
部
お
よ
び
有
志

一
之
木
町
防
犯
部

伊
勢
市
自
主
防
犯
団
体
連
絡
会
会
員
紹
介

市内の主な窃盗犯の件数（平成27年１～７月暫定値）
区　　　分 件数（対前年比）

侵入盗犯
空き巣狙い 21件（－７件）

忍び込み ４件（＋４件）

非侵入盗犯

自動車盗 ２件（－５件）

オートバイ盗 12件（－14件）

自転車盗 98件（－23件）

ひったくり １件（＋１件）

車上狙い 35件（－４件）

部品狙い 14件（－６件）

伊
勢
ま
つ
り
「
地
域
安
全
展
」
ブ
ー
ス
の

様
子（
平
成
25
年
10
月
13
日
）

防犯パトロールに出発
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感
心
し
た
り
、
気
付
か
せ
ら
れ

た
り
し
な
が
ら
、
生
い
立
ち
か

ら
苦
労
話
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

お
話
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

相
手
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
、

相
づ
ち
を
打
ち
、
う
な
ず
き
、

相
手
の
あ
り
の
ま
ま
の
言
葉
を

受
け
止
め
ま
す
。

　

「
聴
く
」
と
い
う
こ
と
は
、

聞
き
手
の
人
生
も
豊
か
に
し
て

く
れ
ま
す
。
傾
聴
の
お
相
手
の

笑
顔
に
出
会
い
、「
ま
た
来
て

な
」
と
い
た
だ
く
言
葉
は
、
私

た
ち
の
「
幸
せ
」
に
も
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
24
人
。た
だ
今
、

会
員
募
集
中
で
す
！

　

「
こ
ん
に
ち
は
！
い
せ
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
く
ら
ん
ぼ
で

す
」
の
あ
い
さ
つ
で
、
施
設
入

所
者
の
皆
さ
ん
と
の
傾
聴
活
動

が
始
ま
り
ま
す
。

　

「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
は
、
伊
勢

市
社
会
福
祉
協
議
会
が
開
催
し

た
「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
」
の
修
了
生
が
、「
養
成

講
座
で
得
た
知
識
を
社
会
に
役

立
て
た
い
」
と
の
思
い
で
立
ち

上
げ
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。
皆
さ

ん
の
心
に
寄
り
添
っ
て
傾
聴
活

動
を
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

グ
ル
ー
プ
名
を「
さ
く
ら
ん
ぼ
」

と
し
ま
し
た
。

　

活
動
の
基
本
は
、
月
１
回
の

定
例
会
と
、
月
２
回
の
施
設
訪

問
で
す
。
現
在
、
伊
勢
市
内
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
10

カ
所
を
２
人
１
組
で
訪
問
し
て

い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
お
話

は
、
人
生
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
宝

庫
で
す
。「
へ
え
」と
驚
い
た
り
、

る
よ
う
に
し
て
い
た
り
し
ま

す
。
金
融
関
係
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
融
資
を
で
き
る
よ
う
に
す

る
な
ど
、
社
会
が
大
き
く
変
化

し
て
き
た
よ
う
で
す
。

　

国
や
地
方
自
治
体
の
補
助
は

減
っ
て
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
社
会
の
変
化
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

市
民
活
動
団
体
に
と
っ
て
大
き

な
変
化
で
あ
り
、
社
会
に
認
め

ら
れ
て
き
た
証
し
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

業
員
教
育
の
た
め
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
市
民
活
動
団
体
の
活
動
に
協

力
し
た
い
と
い
う
よ
う
な
相
談

に
来
る
の
で
す
。
県
域
の
中
間

支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
「
み
え

市
民
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
」
に
も
、
県
内
の
企
業
か

ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
先
の
リ
ス

ト
の
提
供
依
頼
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
を
聞
き
ま
す
。

　

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
世
界

的
な
大
企
業
が
社
会
貢
献
と
し

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
は
特
別
に

企
業
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動
団
体

が
、
今
、
新
し
い
！

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
）が
出
来
て
か
ら
10

年
以
上
が
経
ち
ま
し
た
が
、
新

た
な
風
が
吹
き
始
め
た
よ
う
で

す
。

　

こ
こ
数
年
の
こ
と
で
す
が
、

企
業
が
、
い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
に
来
所
す
る
こ
と
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
社
会
貢
献
や
従

代
表　

山
川
一
子（
☎
㉔
９
２
６
２
）

い
せ
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
く
ら
ん
ぼ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

た
だ
い
ま
活
躍
中
！

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

No.59

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎
⑳
４
３
８
５
）

パルティ４コマ劇場

秋
だ
ね
ぇ
〜
。

虫
の
音
が　

 　

風
流
だ
ね
ぇ
〜
。

「
キ
ュ
ル
ル
ル
」
っ
て
、

何
の
虫
？

パ
ル
テ
ィ
の
お
な
か
の
虫
!?

秋
の
虫
と
お
な
か
の
虫
の

コ
ラ
ボ
、
ま
た
楽
し
い

ネ
ェ
〜
。

社
会
の
変
化
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
委
託
料

約
１
１
９
２
万
４
千
円

利
用
人
数

６
万
５
６
２
６
人（
平
成
26
年
度
）
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時９月23日㈷、14：00～　所観光文化会館・大ホー

ル　内「伊勢やまだ大学」は、よしもとふるさと劇

団とコラボレーション（共同制作）して「伊勢やまだ

劇団」を立ち上げました。劇団の旗上げに当たり、

吉本興業の芸人によるお笑いライブと伊勢やまだ劇

団による喜劇を上演します。（出演予定者：２丁拳銃、

ジョイマン、桜 稲垣早希、アンダーポイント、ミ

スリップカンパニー、カツラギなど）　定1,100人　

料前売り1,000円、当日1,200円
※入場券は、観光文化会館、チケットよしもとなど

で販売しています。

時 ９月26日㈯・13：00～17：00、27日㈰・10：00～
15：00　所鳥羽・市民の森公園（鳥羽市大明東町１）

内作品にテーマを設定。素材が持つ機能的特徴を生

かし、自由な発想による造形創作いけばなの醍醐味

を実感してください。

「伊勢やまだ劇団」旗上げ公演

創流120周年 いけばな小原流

近畿・中部地区 青年部作品展

伊勢やまだ大学運営委員会事務局（☎25-5155）

一般財団法人小原流 伊勢志摩支部・青年部
（☎0599-69-2120）

時10月３日㈯、11：00～15：00　所生涯学習センタ

ーいせトピア・多目的ホール　内一色能・通能・馬

瀬狂言が一堂に会し、能・狂言・仕舞・連吟などを

披露します。

時10月10日㈯、14：00～15：30　所皇學館大学・４

号館431教室　内講座「文学を旅するには？」岡野

裕行さん（皇學館大学国文学科准教授）

時10月４日㈰、10：00～15：00（荒天の場合は中止）

所二見浦海岸　内海岸清掃、松の植樹、各種イベン

ト、二見汁の振る舞い（各種イベント終了後～、限

定200食)、貝めしの販売、子ども向けレクリエーシ

ョン（一部有料）

伊勢の伝統の能楽まつり

皇學館大学月例文化講座

二見浦秋まつり
～秋の二見浦で、浜掃除をして遊ぼう～

伊勢の伝統の能楽を継承する会・吉川さん（☎25-6526）

皇學館大学（☎22-8635）

二見浦秋まつり実行委員会（☎43-2231）

　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・後援などをするイベ
ント情報を案内するコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。イベント掲示板

時とき　　所ところ　　対対象　　　内内容
定定員　　料料金　　　申申し込み

11月15日号＝９月30日㈬
12月１日号＝10月15日㈭

掲載申し込み締め切り

宮
へ
奉
納
さ
れ
た
美
術
作
品
７

点
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
池
口
史ち

か

こ子
の
「
緑

の
瞳
」
は
、
窓
の
外
に
プ
ラ
ハ

の
町
が
広
が
る
部
屋
を
舞
台

に
、
緑
の
瞳
が
美
し
い
若
い
年

頃
の
女
性
を
描
い
た
作
品
で
、

作
者
独
特
の
詩
情
が
漂
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、庄
司
榮え

い

吉き
ち

の
作
品
は
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
や
チ
ェ
リ
ス
ト
、

楽
器
を
奏
で
る
家
族
や
友
人
を

描
い
た
も
の
で
、
今
年
２
月
に

亡
く
な
ら
れ
た
作
者
の
代
表
的

作
品
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

式
年
遷
宮
記
念
神
宮
美
術
館

は
、
平
成
５
年
の
第
61
回
神
宮

式
年
遷
宮
を
記
念
し
て
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
当
時
を
代
表
す
る

芸
術
家
が
遷
宮
を
奉
賛
し
て
神

宮
に
奉
納
し
た
作
品
を
収
蔵
・

展
示
し
て
お
り
、
そ
の
点
数
は

４
０
０
点
を
超
え
ま
す
。

　

現
在
、
平
成
26
年
度
中
に
神

　

今
回
は
、
式
年
遷
宮
記
念
神

宮
美
術
館
の
中
村
潔
さ
ん
か
ら

の
情
報
提
供
で
す
。

神
宮
美
術
館
と
は

展
示
の
見
ど
こ
ろ

伊勢まるごと

文化振興課内・伊勢まるごと博物館ネット
ワーク会議事務局（☎�７８８５）

博物館だより 35

式年遷宮記念 神宮美術館

開
催
期
間　

10
月
６
日
㈫
ま
で

特
集

「
平
成
二
十
六
年
度
奉
納

神
宮
式
年
遷
宮
奉
賛
美
術
品
展
」
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時９月21日㈷、14：00～　所尾崎咢堂記念館　内東

京のライブハウスで活躍する「進化論」「祥
よ し と

人」を招

いてのライブ。「マシマロレシピ」（伊勢）も共演。フ

リードリンクあり。　定80人（先着順）　料500円（同

伴の小学生以下は無料）

時９月27日㈰～11月８日㈰　所伊勢志摩スカイライ

ン・朝熊山頂展望台　内伊勢志摩や伊勢湾の大パノ

ラマが展開する朝熊山頂展望台において、各種のダ

ンスイベントや写真撮影会などを多彩に開催します。

料伊勢志摩スカイラインの通行料金が必要

時10月１日㈭～３日㈯　所おかげ横丁周辺　内日本、

中国、韓国、中華台北の若手棋士が、チーム戦と個

人複合戦で、熱い盤上の戦いを繰り広げます。観戦

自由。指導碁もあり。

指導碁  定40人（先着順）　料2,000円　申９月24日
㈭～10月１日㈭に同クラブへ

チャリティーライブコンサート

朝熊山 秋まつり

おかげ杯国際新鋭囲碁対抗戦

細江さん（☎090-8150-7152）

三重県観光開発㈱（☎059-226-6752）

横丁棋院囲碁クラブ（☎23-8816）

時10月８日㈭、13：30～16：00　所市役所本館・２

階２－１会議室　内相続手続き・遺言書、許認可申

請、法人設立、権利義務、契約書作成などの相談

定10人（事前予約５人・当日受け付け５人〔いずれも

先着順〕）　申事前に同会へ

時①10月19日㈪・20日㈫、②11月９日㈪・10日㈫

所三重県建設労働組合伊勢支部第二会館（一之木４

丁目644-3）　対①特になし、②21歳以上で、足場の

組み立て・解体などの作業に３年以上従事した人

内①職長・安全衛生責任者教育技能講習会、②足場

の組立て等作業主任者講習　定各40人（先着順）　

料各7,500円（資料代）　申事前に同支部へ

時10月～平成28年３月の第２・４火曜日、19：00～
20：30　所朝熊ふれあい会館　内中国語を習ったこ

とのある方、一緒に勉強しませんか。講師は劉
リュウメイメイ

明明

さん（皇學館大学留学生）です。　定15人（先着順）

料月額1,000円　申事前に同会へ

行政書士による無料相談会

三重県建設労働組合の技能講習

中国語・中級講座

三重県行政書士会伊勢支部（☎050-3738-6212）

三重県建設労働組合伊勢支部（☎23-5535）

伊勢嵩
すうざん

山友好会（☎25-3922）

　このコーナーは、市民団体などの皆さんが、イベント案内や会員募集などに
利用できるコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。みんなの広場

時とき　　所ところ　　対対象　　　内内容
定定員　　料料金　　　申申し込み

11月15日号＝９月30日㈬
12月１日号＝10月15日㈭

掲載申し込み締め切り

　

昨
年
度
神
宮
に
奉
納
さ
れ
た

作
品
以
外
で
は
、
美
術
館
開
館

当
初
、
お
よ
び
そ
れ
以
後
２
〜

３
年
の
頃
に
活
躍
し
て
い
た
懐

か
し
い
人
た
ち
の
作
品
を
中
心

に
構
成
し
て
い
ま
す
。
現
在
活

躍
中
の
芸
術
家
の
奉
納
作
品

と
、
そ
れ
よ
り
少
し
さ
か
の
ぼ

っ
た
人
た
ち
の
作
品
を
同
時
に

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
彫
塑
…
木
や
石
こ
う
、粘
土
、

樹
脂
な
ど
を
削
っ
て
作
ら
れ
た

彫
刻
で
型
を
取
り
、
そ
の
型
に

鉄
な
ど
を
流
し
込
ん
で
制
作
し

た
も
の
。
内
側
が
空
洞
に
な
っ

て
い
る
も
の
が
多
い
。

新
旧
芸
術
家
の

奉
納
作
品
が
一
堂
に

所 在 地　神田久志本町1754-1
電話番号　�５５３３

開館時間　９：00～16：30（入館は16：00まで）

休 館 日　９月まで…月曜日（祝日の場合は翌日）

　　　　　10月から…木曜日・10月５日㈪（臨時休館）

入 館 料　９月まで…大人500円、大学・高校生300円、小・中学生200円
　　　　　10月から…大人500円、小・中学生100円

式年遷宮記念　神宮美術館

平成26年度奉納美術作品
作　者 作品名

洋画

池口　史子 緑の瞳

庄司　榮吉

ピアニスト

音楽家たち

調
ちょうげん

弦

跳
ちょう

書 井
い

茂
しげ

　圭
けい

洞
どう

國
くに

のまほろば

彫
ちょうそ

塑（※） 神戸　峰男 野
の

（敬称略）



10広報いせ ●平成27年９月15日号 広報いせ ●平成27年９月15日号

家庭で実践！肥満予防のおすすめレシピ低カロリー・
バランス食

フルーツわらび餅
材料（６個分）

作り方

１人分の栄養価

１　巨峰は皮をむき、皮は捨てずに残しておく。
２　耐熱用の食器に１の皮と水小さじ２（材料外）を加え、電子レ

ンジで約30秒加熱し、搾る。
３　メロン、いちじくは皮をむき、それぞれ２切れにする。
４　ボウルにわらび粉と水を入れて溶かし、グラニュー糖を加え

てよく混ぜ、こして鍋に入れる。
５　４を弱火にかけ、木べらで混ぜながら、透明ののり状になる

まで加熱する。
６　５の1/3量に２を混ぜて色付けし、ラップに半分に分け、巨

峰を１粒ずつ載せて包む。残りを1/4ずつ分け、メロン、い
ちじくを同様に包み、輪ゴムで止める。

７　６を冷水で冷やす。（ひもやリボンで飾るとおもてなし用の
お菓子になります）

果物の１日の適量は約200ｇです。
（皮・種を除いた食べられる部分で約150ｇ）

一口メモ
今回のレシピのテーマは
「適量の果物を食べましょう」

186kcal ／たんぱく質0.3g／脂質0.1g／塩分0g

健康課（☎�２４３５）

巨峰（種なし）････････････２粒
メロン･･････････････････ 40g
いちじく･･･････････････1/4個

わらび粉････････････････30ｇ
水････････････････････ 120cc
グラニュー糖････････････ 60g

市のホームページでバックナンバーを見ることができます
市のホームページ －「くらしのガイド」－「健康」－「低カロリー・バランス食レシピ」

低カロリー・バランス食 

材料( 6 個分) 

巨峰（種なし） 

メロン 

いちじく 

  わらび粉 

  水 

  グラニュー糖 

・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・     

・・・・・・・・・     

・・・・・・・・・     

2 粒 

40ｇ 

1/4 個 

30ｇ 

120ｃｃ 

    60ｇ 

作り方 

１ 巨峰は皮をむき、皮は捨てずに残しておく。 

２ 耐熱用の食器に１の皮と水小さじ 2（材料外）を加え、電子

レンジで約 30 秒加熱し、絞る。 

３ メロン、いちじくは皮をむき、それぞれ 2 切れにする。 

４ ボウルにわらび粉と水を入れて溶かし、グラニュー糖 

を加えてよく混ぜ、鍋にこし、入れる。 

５ ４を弱火にかけ、木ベラで混ぜながら、透明ののり状 

になるまで加熱する。 

６ ５の 1/3 量に２を混ぜて色付けし、ラップに半分に分け、巨

峰を１粒ずつのせて包む。残りを 1/4 に分け、メロン、いちじ

くを同様に包み、輪ゴムで止める。 

７ ６を冷水で冷やす。（紐やリボンで飾るとおもてなし用のお

菓子になります。） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

家庭で実践!肥満予防のおすすめレシピ 

伊勢市のホームページでバックナンバーも見ることができます 

⇒ http://www.city.ise.mie.jp 「くらしのガイド」－「健康」－「低カロリー・バランス食レシピ」 

フルーツわらび餅 

※現在、治療中の方は、かかりつけの医療機関の指示を守ってください。 

1 人分の栄養価   

186kcal ／蛋白質 0.3g／脂質 0.1g／塩分 0g 

バックナンバーはこちらから  

一口メモ   今回のレシピのテーマは 

「適量の果物を食べましょう」です。 

☆果物にはビタミン類や⾷物繊維、カリウムなどが豊富です。 
取り過ぎに気を付けて旬の果物を楽しみましょう。 

果物の１日の適量は約２００ｇです。 
（皮、種を除いた食べられる部分で約１５０ｇ） 

柿 １個 巨峰 小１房 

◇目安例  

おすすめレシピ随時募集中！! レシピ（材料、作り方）に氏名、連絡先をご記入のうえ、健康課窓口または郵送、Emailにて

送付してください。応募書式は自由です。詳しくは健康課までお問い合わせください。TEL 27-2435 

レシピ（材料と作り方）に氏名・連絡先を記入（様式は自由）し、直接
または郵送・Ｅメールで健康課（〒516-0076 八日市場町13-1、ア
ドレス ise-hset@city.ise.mie.jp）へ提出してください。詳しくは、
健康課へ問い合わせてください。

おすすめレシピを随時募集中!!
目安例 柿 １個 巨峰 小１房

※治療中の人は、医師の指示を守ってください。

果物にはビタミン類や食物繊維、カリウムな
どが豊富に含まれています。取り過ぎに気を
付けて旬の果物を楽しみましょう。

受
け
る
情
報
な
ど
に
よ
り
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
私
た
ち

の
中
に
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
本

当
に
正
し
い
こ
と
な
の
か
、
も

う
一
度
考
え
直
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

例
え
ば
、「
男
性
は
外
で
働

い
て
経
済
的
に
家
庭
を
支
え

る
」「
女
性
は
結
婚
し
た
ら
家
庭

に
入
り
、
家
事
・
育
児
を
す
る
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
根
強
く
残

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
は
逆

の
家
庭
も
当
然
あ
り
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
家
庭
の
こ
と
を
「
世

間
の
イ
メ
ー
ジ
と
違
う
か
ら
お

か
し
い
」
と
考
え
る
こ
と
は
正

し
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

男
性
・
女
性
に
か
か
わ
ら
ず
、

人
は
一
人
一
人
み
ん
な
違
っ
た

個
性
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
ど

の
よ
う
な
生
き
方
を
選
択
し
て

も
、
そ
れ
が
尊
重
さ
れ
、
受
け

入
れ
ら
れ
る
べ
き
な
の
で
す
。

　

世
間
の
「
ら
し
さ
」
と
い
う

型
に
は
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

「
自
分
ら
し
く
」
振
る
舞
う
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
暮
ら

し
や
す
い
社
会
に
な
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

伊
勢
市
で
は
、「
男
女
共
同

参
画
」
を
推
進
す
る
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
、
男
女
平
等

と
い
う
考
え
が
広
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、「
男
ら
し
さ
」「
女

ら
し
さ
」
と
い
う
よ
う
な
、
性

別
に
よ
っ
て「
こ
う
あ
る
べ
き
」

と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
、
誰
で

も
少
な
か
ら
ず
持
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
「
ら
し
さ
」
の
イ
メ
ー

ジ
は
、
家
庭
や
周
り
の
環
境
、

テ
レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら

一人ひとりが
輝くために

シリーズ人権

人権政策課（☎�５５４６）

性
別
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
に

と
ら
わ
れ
な
い
生
き
方
を
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伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
35

愛
情
と
誇
り
を
持
て
る

病
院
を
目
指
し
て

伊
勢
総
合
病
院（
☎
㉓
５
１
１
１
）

署
で
す
。
中
央
処
置
室
で
行
っ

て
い
る
主
な
検
査
や
処
置
の
内

容
は
、
血
液
検
査
の
た
め
の
採

血
や
、
静
脈
・
筋
肉
な
ど
へ
の

注
射
、
輸
血
、
か
ん
腸
、
呼
気

テ
ス
ト
な
ど
で
す
。
中
央
処
置

室
で
は
、
患
者
さ
ん
に
ス
ム
ー

ズ
に
検
査
や
処
置
を
受
け
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
看
護
師
だ
け

で
は
な
く
、
医
療
事
務
や
臨
床

検
査
室
の
ス
タ
ッ
フ
が
協
力
し

て
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

中
央
処
置
室
で
血
液
検
査
や

採
尿
検
査
を
受
け
る
患
者
さ
ん

に
は
、
午
前
７
時
15
分
か
ら
、

中
央
処
置
室
の
前
で
黄
色
の
整

理
番
号
札
を
お
配
り
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
午
前
８
時
30
分

に
な
っ
た
ら
、中
央
処
置
室
で
、

整
理
番
号
札
の
順
番
に
血
液
検

査
・
採
尿
検
査
の
受
け
付
け
を

開
始
し
ま
す
。
混
み
合
っ
て
い

る
場
合
に
は
、
お
待
ち
い
た
だ

く
な
ど
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す

　

今
回
は
、
伊
勢
総
合
病
院
の

外
来
部
門
の
一
つ
で
あ
る
中
央

処
置
室
を
紹
介
し
ま
す
。

　

中
央
処
置
室
は
、
医
師
の
指

示
の
下
、
患
者
さ
ん
に
対
し
て

必
要
な
検
査
や
処
置
を
行
う
部

中
央
処
置
室

部
署
紹
介
！

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
気
分

の
優
れ
な
い
場
合
は
ス
タ
ッ
フ

が
す
ぐ
に
対
応
し
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

採
血
後
に
は
、
皮
下
出
血
や

腫
れ
を
防
ぐ
た
め
、
患
者
さ
ん

に
し
っ
か
り
と
３
分
ほ
ど
止
血

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
特
に

血
液
検
査
は
、
血
管
へ
針
を
刺

し
て
血
液
を
採
取
す
る
検
査
で

す
の
で
、患
者
さ
ん
に
と
っ
て
、

痛
み
や
不
安
な
ど
の
苦
痛
を
生

じ
る
検
査
で
す
。
血
液
検
査
を

は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
苦

痛
を
伴
う
検
査
を
、
少
し
で
も

苦
痛
が
な
く
安
心
し
て
受
け
て

い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。

広
告
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い
る
高
等
学
校
に
相
談
し
た
上

で
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
地
域
推
薦
の
内
容
を
入

学
者
選
抜
要
項
「
地
域
推
薦
入

試
Ｂ
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

選
考
日　

10
月
上
旬
〜
中
旬

（
応
募
者
に
後
日
連
絡
）

選
考
方
法　

小
論
文
・
面
接

県
立
看
護
大
学
の
試
験
日
程

出
願
期
間　

11
月
１
日
㈰
〜
３

日
㈷（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願

の
み
）

試
験
日　

11
月
７
日
㈯

合
格
発
表
日　

11
月
10
日
㈫

し
、
学
校
長
が
責
任
を
持
っ
て

推
薦
で
き
る
人

・
伊
勢
総
合
病
院
に
４
年
以
上

就
業
す
る
強
い
意
志
が
あ
る

・
平
成
28
年
３
月
に
高
等
学
校

（
県
内
の
高
等
学
校
に
限
ら
な

い
）を
卒
業
見
込
み
で
あ
る

・
調
査
書
の
国
語
、
数
学
、
外

国
語
、
理
科
、
地
理
歴
史
・
公

民
の
評
定
平
均
値
が
4.3
以
上
で

あ
る（
評
定
平
均
値
の
計
算
方

法
は
、
同
大
学
の
入
学
者
選
抜

要
項
「
地
域
推
薦
入
試
Ｂ
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

・
高
等
学
校
で
化
学
基
礎
と
生

物
基
礎
の
両
方
を
履
修
し
て
お

り
、
か
つ
化
学
ま
た
は
生
物
を

履
修
し
て
い
る

・
合
格
し
た
場
合
、
県
立
看
護

大
学
に
必
ず
入
学
す
る
こ
と
を

確
約
で
き
る

推
薦
人
数　

若
干
人

申
し
込
み　

９
月
24
日
㈭（
必

着
）
ま
で
に
、
学
校
長
に
よ
る

市
長
宛
て
の
推
薦
依
頼
書
、
学

校
所
定
の
調
査
書
、
受
験
者
本

人
の
志
望
動
機
の
作
文（
８
０

０
字
程
度
）を
、
同
課（
〒
516

－

0014
楠
部
町
３
０
３
８
）へ

※
申
し
込
む
際
は
、
在
学
し
て

計
画
案
の
縦
覧

　

計
画
案
は
、
意
見
募
集
の
期

間
中
、
同
課
、
総
務
課
、
市
役

所
本
館
・
１
階
市
民
ホ
ー
ル
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
各

支
所
、
伊
勢
図
書
館
、
小
俣
図

書
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い

せ
ト
ピ
ア
、
二
見
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
、
い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
。

　

県
立
看
護
大
学
へ
の
入
学
を

志
望
す
る
人
を
対
象
に
、
地
域

推
薦
を
実
施
し
ま
す
。
地
域
推

薦
の
制
度
は
、
伊
勢
総
合
病
院

で
就
業
す
る
こ
と
を
要
件
に
、

市
が
県
立
看
護
大
学
の
地
域
推

薦
入
学
試
験
受
験
者
に
対
し
て

推
薦
を
与
え
る
制
度
で
す
。

　

た
だ
し
、
入
学
す
る
た
め
に

は
、
大
学
の
地
域
推
薦
入
学
試

験
に
合
格
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

対
象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た

　

市
で
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策

定
を
進
め
て
お
り
、
中
間
案
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
次
の

と
お
り
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

９
月
30
日
㈬（
必

着
）ま
で

提
出
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

提
出
方
法　

所
定
の
様
式（
任

意
で
も
可
）に
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
意
見
な
ど
を
記
入

し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ

ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課（
〒

516

－

8601
岩
渕
１
丁
目
７

－

29
、

FAX
�
５
５
２
２
、
ア
ド
レ
ス

kikaku-cyousei@
city.ise.m

ie.

jp

）へ

　

平
成
28
年
５
月
26
日
㈭
・
27

日
㈮
に
開
催
さ
れ
る
主
要
国
首

脳
会
議「
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
」

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

小
・
中
学
校
、
高
等
学

校
、
特
別
支
援
学
校
な
ど
の
児

童
・
生
徒

募
集
期
間　

９
月
25
日
㈮（
当

日
消
印
有
効
）ま
で

※
詳
し
く
は
、
首
相
官
邸
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

kantei.go
.jp

/

）を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 情

報
コ
ー
ナ
ー

参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

募 

集

内
閣
官
房
内
閣
広
報
室

（
☎
０
３
・
５
２
５
３
・
２
１
１
１
）

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集

企
画
調
整
課（
☎
�
５
５
１
０
）

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略（
中
間
案
）

へ
の
意
見
を
募
集

伊
勢
総
合
病
院
経
営
企
画
課

（
☎
�
９
０
５
３
）

三
重
県
立
看
護
大
学

地
域
推
薦
希
望
者
を
募
集
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と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢

対
象　

市
内
在
住
の
再
就
職
を

目
指
し
て
い
る
女
性

講
演
内
容　

・
再
就
職
に
あ
た
っ
て
の
不
安

を
整
理
す
る
た
め
に

・
再
就
職
ま
で
の
準
備

講
師　

萩
原
美
栄
子
さ
ん（
一

般
財
団
法
人
女
性
労
働
協
会
認

定
講
師
）

定
員　

20
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

９
月
15
日
㈫
〜
10

月
16
日
㈮
に
、
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課（
FAX
�

９
６
９
９
、
ア
ド
レ
スsyoko@

city.ise.m
ie.jp

）へ

※
申
込
用
紙
は
同
課
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
無
料
で
託
児
で
き
ま
す
。（
要

申
し
込
み
）

と
こ
ろ　

宮
川
ラ
ブ
リ
バ
ー
公

園対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
親
子

定
員　

25
組
程
度（
先
着
順
）

参
加
費　

大
人
５
０
０
円
、
子

ど
も
１
０
０
円（
３
歳
未
満
の

子
ど
も
は
無
料
）

申
し
込
み　

９
月
16
日
㈬
か

ら
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ

ー
ル
で
同
課（
FAX
�
５
６
４
２
、

ア
ド
レ
スko

uryu@
city.ise.

m
ie.jp)

へ

※
雨
天
時
の
対
応
は
、
後
日
参

加
者
へ
連
絡
し
ま
す
。

　

結
婚
・
出
産
・
育
児
な
ど
に

よ
り
離
職
し
、
再
就
職
を
目
指

し
て
い
る
女
性
を
対
象
に
、

「
女
性
の
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

再
就
職
に
向
け
て
一
歩
踏
み

出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

10
月
27
日
㈫
、
午
前
10

時
〜
正
午

の
も
と
、
福
祉
施
設
・
農
園
・

企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
で
の

就
労
体
験（
１
人
に
つ
き
15
回

を
予
定
）

申
し
込
み　

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

へ選
考
方
法　

面
接

※
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
登
録

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

秋
空
の
も
と
、
親
子
で
木
工

や
昼
食
作
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
人
形
劇
団「
し
し
か
ば
ぶ
」

に
よ
る
奇
想
天
外（
!?
）な
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
紙
芝
居
と
親
子
の
ふ

れ
あ
い
遊
び
で
、
笑
顔
い
っ
ぱ

い
に
!!

　

参
加
者
同
士
の
交
流
も
深
め

な
が
ら
、
野
外
で
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

と
き　

10
月
17
日
㈯
、
午
前
10

時
〜
午
後
２
時
ご
ろ

　

市
内
の
公
立
保
育
所
で
働
く

保
育
士（
嘱
託
職
員
）を
募
集
し

て
い
ま
す
。
保
育
士
登
録
を
し

て
い
る
人
で
、
保
育
士
と
し
て

就
労
を
希
望
す
る
人
は
、
伊
勢

公
共
職
業
安
定
所
を
通
じ
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
私
立
保
育
所
に
お
け
る
保
育

士
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
各
保

育
所
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　

「
仕
事
に
就
き
た
い
が
不
安
」

「
仕
事
に
就
く
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
の
？
」
な
ど
、
就
労
に

関
し
て
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人

を
対
象
に
、
就
労
体
験
を
行
い

ま
す
。

対
象　

一
定
期
間
仕
事
に
就
い

て
い
な
い
15
〜
39
歳
の
人

内
容　

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ（
就
業

を
支
援
す
る
人
）
の
付
き
添
い

情報コーナー

こ
ど
も
課（
☎
�
５
６
３
２
）

保
育
士（
嘱
託
職
員
）を

募
集
中

い
せ
若
者
就
業
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン（
☎
�
６
６
０
３
）

就
労
体
験
の
参
加
者
を

募
集

催
し
物

市
民
交
流
課
内
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
男
女

共
同
参
画
れ
い
ん
ぼ
う
伊
勢

（
☎
�
５
５
１
３
）

親
子
で
遊
ぼ
う
！

れ
い
ん
ぼ
う
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
５

商
工
労
政
課（
☎
�
５
５
６
８
）

女
性
の
再
就
職
を
応
援

女
性
の
再
就
職
支
援
セ

ミ
ナ
ー

広
告
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を
お
渡
し
し
ま
す
。

定
員　

25
人（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
０
円（
教
材
・

食
材
費
）

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）

へと
き　

10
月
４
日
㈰
、
午
前
９

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

初
妊
婦
と
夫

内
容　

２
人
で
赤
ち
ゃ
ん
を
迎

え
る
た
め
に（
沐も

く
よ
く浴

実
習
、
妊

婦
模
擬
体
験
、
保
健
師
の
お
話

な
ど
）

定
員　

30
人
程
度（
先
着
順
）

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）

へ

　

地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
を

対
象
に
食
育
活
動
を
行
う
食
生

活
改
善
推
進
員（
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
）
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
調
理
実
習

な
ど
を
通
し
て
、
生
活
習
慣
病

を
予
防
す
る
食
生
活
や
運
動
、

毎
日
の
生
活
に
役
立
つ
健
康
づ

く
り
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
修
了
後
は
、
ヘ
ル

ス
メ
イ
ト
の
仲
間
と
し
て
一
緒

に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き　

10
月
29
日
㈭
・
11
月
26

日
㈭
・
12
月
10
日
㈭
・
24
日
㈭
・

平
成
28
年
１
月
14
日
㈭
・
２
月

４
日
㈭
、
午
前
10
時
〜
午
後
３

時と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　

調
理
実
習
、
講
話（
良

い
食
生
活
の
こ
つ
、
献
立
の
立

て
方
、
生
活
習
慣
病
予
防
な

ど
）、
運
動
実
技

※
全
日
程
修
了
後
に
修
了
証
書

と
き　

９
月
27
日
㈰
、
午
前
９

時
30
分
〜（
受
け
付
け
は
午
前

９
時
〜
）

集
合
場
所　

伊
勢
市
役
所

内
容　
「
市
役
所
〜
参
宮
街
道

コ
ー
ス
」（
約
６
㎞
）
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ

参
加
費　

１
０
０
円（
当
日
持

参
）

持
ち
物　

飲
み
物
・
タ
オ
ル
な

ど問
い
合
わ
せ
先　

伊
勢
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・
奥
田
さ

ん（
☎
０
９
０
・
７
６
９
６
・

２
８
６
２
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
荒
天
の
場
合
、
午
前
７
時
に

開
催
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、

大
人
と
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

全
５
回
参
加
者
に
は
完
歩
賞
が

あ
り
ま
す
。

午
前
10
時
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
ぴ

あ
・
エ
ム
ズ
ネ
ッ
ト（
三
重
県

文
化
会
館
Ｗ
Ｅ
Ｂ
チ
ケ
ッ
ト
サ

ー
ビ
ス
）な
ど
で
販
売
し
ま
す
。

※
子
ど
も
た
ち
が
家
族
と
触
れ

合
う
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
い
じ
め
や
家
庭
の
問

題
な
ど
の
解
決
の
糸
口
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
、

「
親
子
チ
ケ
ッ
ト
」
を
企
画
し

ま
し
た
。
親
子
チ
ケ
ッ
ト（
同

館
事
務
所
の
み
で
販
売
）
を
購

入
す
る
場
合
、
各
４
０
０
円
引

き
と
な
り
ま
す
。

　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ

原
作
の
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ

ロ
ル
」。
世
界
中
で
愛
さ
れ
る

名
作
を
、
豪
華
キ
ャ
ス
ト
で
お

届
け
し
ま
す
。

　

本
当
に
大
切
な
も
の
は
何
か

を
教
え
て
く
れ
る
、
こ
の
冬
最

高
の
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
。
き
ら
び
や
か
な
ス
テ
ー
ジ

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き　

12
月
８
日
㈫
、
午
後
６

時
30
分
〜（
開
場
は
午
後
６
時
）

と
こ
ろ　

観
光
文
化
会
館
・
大

ホ
ー
ル

出
演
者　

川
﨑
麻
世
、
川
島
な

お
美
、
吉
田
要
士 

ほ
か 

劇
団

ス
イ
セ
イ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

入
場
料　

５
４
０
０
円（
全
席

指
定
席
）

※
４
歳
未
満
の
子
ど
も
は
入
場

で
き
ま
せ
ん
。

※
入
場
券
は
、
９
月
26
日
㈯
・

午
前
９
時
か
ら
同
館
事
務
所
・

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
・
喫
茶
ア

イ
ド
ル
・
村
林
楽
器
店
な
ど
で
、

予
算
額　

30
万
円（
５
回
分
）

予
算
額　

15
万
２
千
円（
５
回
分
）

ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
�
７
８
９
５
）

観
光
文
化
会
館（
☎
�
５
１
０
５
）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ク
リ

ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
」

市
民
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ

観
光
文
化
会
館
自
主
事
業

伊
勢
市
制
施
行
10
周
年
記
念

情報コーナー

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

食
か
ら
出
発
健
康
セ
ミ

ナ
ー

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室
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ご
要
望
が
多
か
っ
た
「
つ
つ

じ
」
の
区
画
の
「
２
㎡
東
向
き
」

の
墓
所
を
、
９
月
15
日
㈫
か
ら

次
の
価
格
で
先
着
順
に
販
売
し

ま
す
。

永
代
使
用
料　

22
万
円

管
理
料　

５
４
０
０
円（
３
カ

年
前
納
）

※
詳
し
く
は
、
同
事
務
所
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

雇
な
ど
の
労
働
問
題
、
年
金
、

ロ
ー
ン
、
保
険
の
見
直
し
、
住

宅
の
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
、

暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

つ
い
て
の
無
料
相
談

相
談
員　

弁
護
士
、
社
会
保
険

労
務
士
、
専
門
相
談
員

申
し
込
み　

10
月
１
日
㈭
・
午

後
４
時
ま
で
に
、
氏
名
・
連
絡

先
・
相
談
内
容
を
、
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
同
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
FAX
�
５
４
２
５
）へ

※
先
着
順
に
受
け
付
け
、
相
談

者
が
多
数
に
な
っ
た
場
合
は
お

断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

「
広
報
い
せ
」
７
月
１
日
号

で
お
知
ら
せ
し
た
が
ん
検
診
に

つ
い
て
、
大
西
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

は
胃
が
ん
検
診
の
新
規
受
け
付

け
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み　

電
話
で
法
テ
ラ
ス

三
重
へ

※
収
入
要
件
は
家
族
数
な
ど
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※
申
込
時
に
収
入
状
況
な
ど
を

確
認
し
ま
す
。

と
き　

10
月
１
日
㈭
、
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分（
正

午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

と
こ
ろ　

市
役
所
本
館
・
２
階

第
１
会
議
室

内
容　

地
価
・
地
代
・
家
賃
・

土
地
利
用
に
関
す
る
相
談

と
き　

10
月
３
日
㈯
、
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

伊
勢
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

（
吹
上
１
丁
目
11

－

31
）

内
容　

賃
金
不
払
い
・
不
当
解

と
こ
ろ　

県
営
大
仏
山
公
園
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員　

各
８
人（
先
着
順
）

※
継
続
し
て
受
講
す
る
人
を
優

先
し
ま
す
。

受
講
料　

各
９
０
０
０
円（
保

険
代
を
含
む
）

※
教
室
開
始
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル

に
つ
い
て
は
、
受
講
料
を
返
金

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み　

９
月
15
日
㈫
か

ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
同
管

理
事
務
所
へ

　

法
テ
ラ
ス
三
重（
日
本
司
法

支
援
セ
ン
タ
ー
三
重
地
方
事
務

所
）
で
は
、
収
入
が
一
定
以
下

の
人
を
対
象
に
、
弁
護
士
に
よ

る
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

と
き　

10
月
８
日
㈭
、
午
後
１

時
〜
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
本
館
・
２
階

広
報
広
聴
課
相
談
室

定
員　

６
人（
先
着
順
）

と
き　

10
月
16
日
㈮
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

二
見
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児（
生

後
６
カ
月
ま
で
）の
保
護
者

内
容　

離
乳
食（
初
期
〜
中
期
）

の
お
話
と
試
食

定
員　

30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

９
月
15
日
㈫
か

ら
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）へ

と
き　

①
９
月
29
日
〜
11
月
17

日
の
毎
週
火
曜
日
・
②
９
月
30

日
〜
11
月
18
日
の
毎
週
水
曜

日
、
午
前
10
時
〜
正
午（
各
８

回
）

※
天
候
に
よ
り
延
期
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

予
算
額　

約
35
万
５
千
円（
16
回

分
）

一
般
社
団
法
人
三
重
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会

（
☎
０
５
９
・
２
２
９
・
３
６
７
１
）

一
般
社
団
法
人
伊
勢
志
摩
労
働

者
福
祉
協
議
会
内
・
暮
ら
し
ほ

っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
伊
勢
志
摩

（
☎
�
８
１
１
７
）

法
テ
ラ
ス
三
重（
☎
０
５
０
・
３

３
８
３
・
５
４
７
０
）

県
営
大
仏
山
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
�
６
５
６
５
）

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談

法
テ
ラ
ス
三
重

民
事
法
律
扶
助
相
談
会

県
営
大
仏
山
公
園

テ
ニ
ス（
硬
式
）教
室

離
乳
食
教
室

お
知
ら
せ

情報コーナー

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

胃
が
ん
検
診
の

受
け
付
け
に
つ
い
て

伊
勢
や
す
ら
ぎ
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
�
３
３
６
７
）

伊
勢
や
す
ら
ぎ
公
園

墓
所
を
販
売

お詫びと訂正 伊勢警察署（☎⑳０１１０）

　「広報いせ」９月１日号・19ページに掲載しまし

た「伊勢警察署だより」について、次のとおり誤り

がありましたので、お詫びして訂正します。

・全ての座席のシートベルトとチャイルドシー
トの正しい着用の徹底

誤

・後部座席を含めた全ての座席のシートベルト
とチャイルドシートの正しい着用の徹底

正



伊勢市健康医療ダイヤル24 心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師など
が年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。

※本サービスは、民間業者に委託をして運営しています

問い合わせ　健康課（☎㉗2435）
（通話料無料）0000-000-000

フリーダイヤル

16広報いせ ●平成27年９月15日号 広報いせ ●平成27年９月15日号

伊勢市情報戦略局広報広聴課
〒516-8601
伊勢市岩渕１丁目７番29号
TEL 0596-21-5515
FAX 0596-22-9699
Eメール ise-koho@city.ise.mie.jp

この広報紙は、再生紙を使用しています。広報いせ発行事業費〔予算額〕　　　　 　2,976万５千円（24回分）

発行日／平成27年９月15日
発　行／伊勢市
編　集／情報戦略局広報広聴課
印　刷／千巻印刷産業株式会社

広報いせ 第173号 「広報いせ」では、財源を確保
するため、一部のページに企業
広告を掲載していますが、これ
らは市が広告主や商品を推奨す
るものではありません。

伊勢市
携帯サイト

パソコン http://www.city.ise.mie.jp
携帯 http://www.city.ise.mie.jp/m/

教育研究所（☎㉒７９００）

子どもの教育に関する悩みは…

一人で悩まず相談を
　不登校・いじめ・友人関係・学習のことなど、子どもの教育で悩んでいる
ことはありませんか。
　教育研究所では、そういった悩みを抱えている小・中学生や保護者のため
に、教育相談・カウンセリングを「スマイルいせ」で行っています。また、
学校に行きたくても行けない不登校の子どもたちのために、教育支援セン
ター「Ｎ

ネ ス ト

ＥＳＴ」を開設し、学校への復帰を支援しています。
　一人で悩まず、気軽にご相談ください。

教育研究所のホームページ http://www.ise-mie.ed.jp/~kenkyusyo/cgi-bin/wiki/wiki.cgi

　子育ての悩みや不安、不登校、いじめ、友

人関係、学習のことなど、気軽にご相談くだ

さい。

◆教育相談
対　　象　小・中学生、保護者
相談日時　月～金曜日
　　　　　午前８時30分～午後５時

相談方法　電話
◆臨床心理士によるカウンセリング（要予約）
対　　象　小・中学生、保護者
相談日時　月～金曜日
　　　　　午前９時～午後５時

相談方法　スマイルいせ（小俣総合支所・３
階教育研究所内）での面談

教育相談・カウンセリング
スマイルいせ（☎㉒７８６７）

　子どもたち一人一人の課題に合わせた学習

や、興味・関心に応じた活動、各種体験活動

などを通して、自立の力を養います。また、

学校復帰に向けて、保護者や先生と相談しな

がら、一人一人に応じた支援をします。

対　　象　小・中学生
開級日時　月～金曜日、午前９時～午後２時
　　　　　（夏休みなどを除く）

と こ ろ　小俣総合支所・３階教育研究所内
ＮＥＳＴの相談・見学ができます
　いろいろな不安や悩みがあって、学校に行

きたくても行けない状態にある小・中学生と

その保護者は、学校と相談の上、ご連絡くだ

さい。

不登校の子どもたちの
学校復帰への支援

教育支援センター「ＮＥＳＴ」（☎㉒７９０１）

伊勢市教育研究所 検索


